
定例市長記者会見
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記者発表資料－１ 

令和４年度予算編成方針について 

１ 基本的な考え方 

（1）財政の健全性の堅持 

○ 市税等の一般財源の確保に努めるとともに、聖域なき歳出の抑制を図り、

見込みうる一般財源の範囲内で予算の重点的・効率的な配分に努める。 

○ 市債発行をできる限り抑制する。なお、発行にあたっては、地方交付税措

置等の財政支援がある市債を活用する。 

（2）予算の重点的・効率的な配分（重点施策の設定） 

○「幸せ日本一とやま」の実現のため、次の５項目の重点施策を設定し、予算 

の重点的・効率的な配分を行う。 

①子育て支援と次世代を担う人材育成の推進 

②新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動の両立 

③コンパクトシティの深化・スマートシティ・国土強靭化による安全で安心なまちづくりの推進

④ゼロカーボンシティの実現に向けた取組と産業活力の向上による稼げるまちづくりの推進

   ⑤あらゆる人・地域がつながるまちづくりの推進 

（3）通年予算 

○ 年度内に予測されるすべての経費を要求することとする。

２ 予算要求基準 

（1）財政見通し 

○ 令和４年度の財政見通しは、歳入では、個人市民税は新型コロナウイルス 

感染症の影響を受け給与所得等が落ち込むこと、法人市民税は法人税割の税 

率変更の影響により、いずれも本年度収入見込みから減収になり、地方交付 

税については、国の概算要求では本年度と同程度となっていることから、一 

般財源総額については、伸びが期待できない。 

一方、歳出では、人件費・公債費・扶助費といった義務的経費が増加するこ 

とや、第２次総合計画をはじめ各種計画に位置づけた事業を着実に進める必 

要があることなどから、極めて厳しい財政状況となることが予想される。 

（2）予算要求基準 

○ 政策的経費は、一般財源ベースで、令和３年度当初予算額から、総合計画 

に係る事業は△１０％、総合計画以外の事業は△２５％(昨年度は△２０％) 

○ 義務的経費は、所要額。事務・施設管理的経費は、事業費ベースで、委託 

料は令和３年度当初予算額と同額、その他は△２％の範囲内。 

○「幸せ日本一とやま実現特別枠」の設定 

重点施策に係る新規・拡充事業については、所要額。 

  〇「スクラップ・アンド・ビルド」の徹底 

新規・拡充事業の要求にあたっては、スクラップ・アンド・ビルドの原則 

に立ち、要求する１事務事業につき、事務事業１件の見直し（廃止・縮小等） 

を行うことを条件とする。 

問い合わせ先 財務部財政課 内線 2210、2212 または 電話 443-2022 
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令和４年度予算編成方針 

１ 国の経済財政運営の動向 

（1） 我が国の経済情勢等 

我が国の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい 

状況にあるなか、持ち直しの動きが続いているものの、そのテンポが弱まってい 

るとされている。 

   また、先行きについては、ワクチン接種の促進、各種政策等の効果もあって景 

  気が持ち直していくことが期待されるが、国内外の感染症の動向等により下振れ 

  リスクの高まりに十分注意する必要があるとされている。 

（2） 国の予算編成の動向 

国の予算編成においては、高齢化等に伴う社会保障関係費の自然増や、グリー 

  ン社会、デジタル化、地方活性化等への予算の重点化を進めるため、「新たな成長 

  推進枠」を設けたことなどにより、一般会計の概算要求総額は１１１兆円台とな 

り、４年連続で過去最大を更新した。 

また、金額を未定とする事項要求も多く、子供の貧困・児童虐待などの子供に

関する様々な課題への対応等については予算編成過程で検討すること、さらには、

新政権が発足し、大型の経済対策が検討されるなど、国の動向を十分に注視して

いかなければならない。 

（3） 地方自治体を取り巻く状況 

少子超高齢社会の進展などに伴い社会保障関係費が増加する一方、これまで堅

調に伸びていた地方税収が新型コロナウイルス感染症の影響により減収に転じ、

その穴埋めとして、多額の臨時財政対策債が発行され、地方の借入金残高が高い

水準で推移するなど、地方財政は極めて厳しい状況にある。 

また、国が今年６月に策定した「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」で

は、地方の歳出水準について、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう

実質的に同水準を確保するとしている。一方で、令和７年度までの国・地方合わ

参考資料 
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せた基礎的財政収支の黒字化、債務残高対ＧＤＰ比の安定的な引下げを目指す財

政健全化目標を堅持している。これについては、不安定な経済財政状況を踏まえ、

目標年度を再確認することとされており、この点についても、国の動向を注視し

ていく必要がある。 

このような中、地方自治体は、分権型社会の実現に向けた的確な行財政運営を

推進し、地方の創造性・自立性を高めるとともに、簡素で効率的な行政を実現す

るため、歳出の重点化・効率化及び官民連携等による業務改革など、引き続き、

行財政改革に強力に取り組むことが重要となっている。 

２ 富山市の財政運営の現状とまちづくりの主要課題 

（1） 富山市の財政状況 

本市の令和４年度の財政見通しは、歳入については、個人市民税では、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受け、給与所得、営業所得等が落ち込むこと、法人

市民税については、法人税割の税率変更の影響により、いずれも本年度収入見込

みから減収になり、市税全体では、新型コロナウイルス感染症発生前の水準には

及ばないものと見込まれる。 

また、国の概算要求では、地方交付税総額が本年度と同程度となっていること

などから、市税等を合わせた一般財源総額についても、伸びが期待できない。 

一方、歳出では、人件費や公債費、扶助費といった義務的経費が増加すること

に加え、後期高齢者医療事業などへの繰出金の増加も見込まれる。さらには、令

和４年度からスタートする第２次総合計画後期基本計画をはじめ、各種計画に位

置づけた事業を着実に進める必要がある。具体的には、道路・橋りょうなどの社

会資本や公共施設の長寿命化対策に加え、中規模ホールの整備や、大沢野・大山

地域等の公共施設複合化事業に引き続き取り組むこと、さらには、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止と社会経済活動を両立するための対策が求められるなど、

大きな財政需要が見込まれる。 

このため、令和４年度は、引き続き、極めて厳しい財政状況となることが予想

される。 
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（2） まちづくりの主要課題 

このように厳しい財政状況ではあるが、総合計画に位置付けた施策を着実に推

進し、本市が目指す都市像「人・まち・自然が調和する 活力都市とやま」の実

現のため、 

① 人口減少・超高齢社会への対応 

② すべての世代の健康・安心な生活の実現 

③ まちの強靭化 

④ 集約化（拠点化）とネットワークの整備 

⑤ 環境政策の推進 

⑥ 産業活力の強化 

など、まちづくりの主要課題に引き続き取り組む必要がある。 

３ 令和４年度予算編成の基本的考え方 

（1） 財政の健全性の堅持 

令和４年度の予算編成にあたっては、財政の健全性を堅持するため、市税等の

一般財源の確保に努めるとともに、聖域なき歳出の抑制を図り、見込みうる一般

財源の範囲内で予算の重点的・効率的な配分に努めなければならない。 

また、将来にわたって持続可能な健全財政を確保するため、市債発行をできる

限り抑制する。なお、発行にあたっては、地方交付税措置等の財政支援がある市

債を活用する。 

（2） 事務事業のゼロベースでの見直し 

聖域なき歳出の抑制のためには、無駄の排除、事業の評価、スクラップ・

アンド・ビルドなど、あらゆる視点から徹底した事務事業の見直しが不可

欠である。 

このため、事務事業をゼロベースから見直すことを基本とするとともに、 

・ 発想を抜本的に転換し、事業の厳選を図る。 

・ 行政直営方式を見直し、民間委託、民営化など民間の力を活用する。 

・ 適正な受益者負担を求め、全体として市民負担の増加を回避する。 
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・ 真に必要な人に必要なサービスを、選択的に提供する。 

などの観点から、徹底的な見直しを行うこととする。 

（3） 予算の重点的・効率的な配分 

「幸せ日本一とやま」の実現を目指して、次の取組を重点施策として、限られ

た財源の重点的・効率的な配分を行うこととする。 

① 子育て支援と次世代を担う人材育成の推進 

② 新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動の両立 

③ コンパクトシティの深化・スマートシティ・国土強靭化による安全で安心 

なまちづくりの推進 

   ④ ゼロカーボンシティの実現に向けた取組と産業活力の向上による稼げるま 

ちづくりの推進 

⑤ あらゆる人・地域がつながるまちづくりの推進

（4） 通年予算 

令和４年度当初予算は、通年予算として編成するので、年度内に予測されるす

べての経費を要求することとする。 

４ 令和４年度予算要求基準 

予算編成にあたっては、次に掲げる予算要求基準を設定するので、部局ごとに、

その基準を厳守の上、予算要求すること。 

（1） 政策的経費 

  【シーリングの設定】 

政策的経費の要求基準額は、後述の枠外経費を除き、一般財源ベースで、令

和３年度当初予算額（令和２年度３月補正予算に前倒した事業及び肉付け予算

として６月補正で予算措置した事業を含む。）に、大幅な増減が予想される事

業を加味した金額から、総合計画に係る事業（総合計画）はマイナス１０％、

総合計画以外の事業（その他）はマイナス２５％の額の範囲内とする。 
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【枠外経費】

① 扶助費については、所要額とする。 

② 継続費及び債務負担行為については、契約額とする。 

③ 県施行事業負担金については、所要額とする。 

④ 繰出金については、所要額とする。 

⑤ 災害復旧費については、最低限の必要額とする。 

⑥ 雪対策事業（除雪対策事業及び消雪対策事業。但し、除排雪機械購入費や消

雪装置設置費等の投資的経費を除く。）については、所要額とする。 

【幸せ日本一とやま実現特別枠】 

「幸せ日本一とやま実現特別枠」を設定し、重点施策に係る新規・拡充事業に 

ついては、所要額を要求可能とする。 

【スクラップ・アンド・ビルドの徹底】

  令和４年度も引き続き、非常に厳しい財政状況となることが予測されること

から、新規・拡充事業については、例年以上に、事業の重要性・緊急性の観点

から十分に検討した上で要求すること。 

  また、新規・拡充事業の要求にあたっては、スクラップ・アンド・ビルドの

原則に立ち、要求する１事務事業（特別枠での要求を含む）につき、事務事業

１件の見直し（廃止・縮小等）を行うことを条件とする。 

（2） 経常的経費 

  【義務的経費】 

人件費、扶助費、公債費等の義務的経費については、所要額とする。ただし、

扶助費に含まれる事務費に類する経費については、令和３年度当初予算額から、

事業費ベースで、委託料は同額、その他はマイナス２％の範囲内とする。 

なお、扶助費の対象者増等については、過大見積もりによる精算補正が生じ

ないよう、厳正に見積もること。 
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【事務・施設管理的経費】 

事務・施設管理的経費については、事業費ベースで、委託料は令和３年度当

初予算額と同額、その他はマイナス２％の範囲内とする。（通知済み） 

《予算編成日程等》 

ア 要求締切日   １０月２７日（水） 義務的経費の締切 

１１月１５日（月） 政策的経費の締切 

イ 審査方法 

区分 審査担当者 説明員 審査日程 審査場所 

義務的経費 財政課長  １１月中旬

政策的経費 財務部長 部局長・次長・課長 １２月中旬 ８０１会議室

復 活 要 求 市  長 部局長・次長・課長 未定 庁議室 



記者発表資料－２ 

「とほ活」アプリのグッドデザイン賞 2021 の受賞について 

１ 趣旨 

 本市では、「歩くライフスタイル戦略」に基づき、歩くきっかけづくりとして、歩く

ことはもとより、公共交通の利用やイベントへの参加などによりポイントが付与され

る、スマートフォンアプリ「とほ活」を令和元年度から運用しています。 

このたび、この「とほ活」アプリが高い評価を受け、2021 年度グッドデザイン賞を

受賞しました。 

自治体が開発したスマートフォンアプリ(※本市調べ)としては、全国で初めての入

賞となります。 

２ グッドデザイン賞について 

   1957 年に創設された日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨の仕組みです。デザ

インを通じて産業や生活文化を高める運動として、国内外の多くの企業やデザイナー

が参加しています。 

３ 受賞の概要について 

（１）受賞対象名 

歩くライフスタイル促進アプリ【とほ活】

（２）受賞カテゴリー 

「システム・サービス」部門 

（３）「とほ活」アプリのデザインのポイント

・富山市民に親しまれるキャッチフレーズ「とほ活＝富山で歩く生活」と普遍的な展開

が可能なキービジュアルのデザイン作成 

・富山市が全市的に進めるコンパクトなまちづくりと連動した公共交通の利用を促す

ポイント取得システムの構築 

・普及啓発ツールのトータルなデザインによる、市や民間の様々な施策やイベントと

連携した一体的ブランディング 

（４）審査委員の評価 

   本サービスが、都市のスプロール化（※）や、高齢者の移動など、多くの地方都市

が直面する課題に対し、徒歩移動の促進のみならず、公共交通機関の利用、イベント

への参加など、様々なアプローチで住民の行動を促す設計であること、さらには、こ

れらが人々の習慣になった頃には、富山市が他の地方都市と一線を画する状況になる

かもしれないと思わせた点が高く評価されたもの。 

  （※）都市のスプロール化…都市の急速な発展により、市街地が無秩序、無計画に 

広がっていくこと。 

４ 受賞に伴うキャンペーンについて 

 ・「とほ活」アプリ画面上へのＧマーク（グッドデザイン賞を示す証）掲出 

・受賞及び、アプリリリース２周年を記念し、ユーザーへポイント付与（５００ｐｔ） 

問い合わせ先 活力都市創造部 活力都市推進課   電話 ４４３－２１７９ 





記者発表資料－３ 

岩瀬地区におけるグリーンスローモビリティの 

運行社会実験について 

１ 目的 

   富山市は、ＳＤＧｓ未来都市として持続可能な地域公共交通網の形成を目指す

ため、環境にやさしく、低速で安全なグリーンスローモビリティの実用化に向け

た運行実験の一つとして、市内郊外部の岩瀬地区において、市民・観光客双方の

輸送を担う新たな移動手段としての活用可能性を検証する社会実験を行います。 

２ 事業概要 

（１）車両概要 

グリーンスローモビリティの定義（国交省） 

時速２０ｋｍ未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動

サービスで、その車両も含めた総称。 

（２）運行概要  

① 運 行 日…１１月１日（月）～１１月３０日（火）の期間のうち、 

     平日は月曜・水曜・金曜、休日は土曜・日曜・祝日に運行 

② 運行経路…（平日）岩瀬カナル会館からショッピングタウン北の森まで 

     （休日）岩瀬カナル会館から岩瀬中央公園まで 

③ 運行時間…（平日）午前９時３０分～午後４時３０分において、 

約１時間毎に運行 

     （休日）午前１０時～午後４時において、約３０分毎に運行 

④ 運 賃…無料 

⑤ 乗車定員…１回の運行につき、９人まで 

 ※天候や周辺の道路状況などにより、運行内容が変更となる場合があります。 

ご利用の際は市ホームページまたは専用のSNS（Instagram、Facebook、Twitter）

での確認をお願いします。 

問い合わせ先 活力都市創造部 交通政策課   電話 ４４３－２１９５ 







記者発表資料－４ 

富山駅南北線及び富山駅西口交通広場 

（一般車乗降場）の供用開始について 

１ 目的 

富山駅周辺地区では、北陸新幹線の整備を契機として、あいの風とやま鉄道線

や JR 高山本線、富山地方鉄道本線を高架化し、南北に分断されていた市街地を一

体化する南北一体的なまちづくり事業を進めています。 

このたび、一部暫定供用していた富山駅西側の南北を結ぶ道路「都市計画道路 

富山駅南北線」と、一般車の乗降場となる「富山駅西口交通広場」が完成するこ

とから、全面的に供用を開始いたします。 

この供用開始により、一般車で富山駅西口交通広場にアクセスするルートや、

一般車乗降場の利用方法が変わります。 

２ 事業概要 

（１）供用開始日時 

  令和３年１１月２０日（土）午前５時 

（２）供用施設概要 

① 都市計画道路 富山駅南北線 

・富山駅西口（南）交差点から市営富山駅北駐車場付近までの１７０ｍ 

・幅員２３ｍ、片側２車線、両側歩道 

② 富山駅西口交通広場 

・送迎用停車スペース 乗用車９台、バス２台 

 （乗用車のうち２台は身障者優先枠） 

（３）富山駅西口交通広場の利用方法等について 

① 一般車でのアクセスについて 

・富山駅西口交通広場には、富山駅南北線を通り、富山駅西口(北)交差点 

から入場（アクセス）します。 

② 一般車乗降場の利用方法について 

・一般車乗降場では送迎等の乗降ができます。ただし、乗り降りする時間

以上の停車はできません。 

・公共交通の到着を待つ場合などは、高架下の民間駐車場などを利用して

ください。 

問い合わせ先 活力都市創造部 富山駅周辺地区整備課 電話 ４４３-２２３３ 





記者発表資料－５ 

富山市民病院産婦人科 

妊産婦対象運動療法サポート事業について 

１ 目的 

富山市民病院の産婦人科医師が講師となり、産後の母親の体形変化に応じた適切

な運動指導を行うことで体の不調を取り除くとともに、乳児と一緒にエクササイズ

等を行うことで、母子間の愛着を深めることや乳児の健全な成長を促すなど、母子

の健康増進に寄与することを目的としています。 

２ 事業概要 

（１）日時・場所 

   ・毎月第４水曜日 １３：３０～１４：００ 

【第１回開催は、１１月２４日（水）】

    ・富山市まちなか総合ケアセンター（総曲輪レガートスクエア内） 

（２）対象者・定員 

・おおむね産後４か月までのお母さんとその子供（※１か月健診受診後）

・各回定員５人（事前に電話にて、申込順）

（３）講座テーマ 

ふれあい健康講座「ママと赤ちゃんのための産後エクササイズ」 

講師：富山市民病院 産婦人科医師 

（４）内容 

・３０分の構成でレッスンを行います。 

（ウォーミングアップ、有酸素運動とスロートレーニングによるサーキッ

トトレーニング、レジスタンストレーニングやプレパレーションエクサ

サイズを中心としたフロアエクササイズ、ストレッチング、クールダウン） 

・レッスン後に質問や産後の体調不良に関する相談に個別に応じます。 

問い合わせ先 病院事業局管理部 経営管理課   電話 ４２２－１１１２ 





定例市長記者会見 記者クラブ代表質問事項 

令和 ３ 年 １１ 月 １ 日

代表幹事社 NHK富山放送局

問１ 昨夜（１０月３１日）投開票された、衆議院議員総選挙の富山県第１区、第２

区の選挙結果についての受け止め、及び富山市勢発展のため、当選した２氏に期

待することをお聞かせください。


